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カール．ヨーハシ．マキシモ吉正ヰヅチの停

宮部金 五日

rn－像附）’

CARL JOHANN MAXIMOWICZ. 

BY KINGO MIYABE. 

(¥Yith a Portrait). 

泰西の植物皐者にし℃本主fiの植物を暁究したる者多しと離も、

露閣のカール、ヨーハよヘマヨeシモヴヰサチ氏の如く綿密周到なる
緋究を錦せし者は恐らく他 iこなかるべ LO 吾人自園の植物を研究

するに営れ同氏の研究したる跡を緯ねるに、其記事の明亮にしτ

断案の正確なるに、不全日不識快戚と敬信の念の興るを畳ゆ。本邦の

植物を虞〈植物串界に紹介せし欧米の植物皐者中．親しく我園土

に渡来して、主主軒究に従事せし者は．氏をタト lとしては僅かにサシベ

ルダ（Thunberg）.ジーボルト（Siebold）、サパチエ（Savatier）、チヱルマシ

(Kjellmann）等あるに過ぎず、他は皆採集家の賢したる材料に就℃．其

自閣に於℃研究したる者のみな !J0 然れどもマ寺シ毛ijヰヅチ氏

の如吉 I立、今よ b凡四十有五年前．奮って我図に渡来し、函館、横演、

長崎の三所に三年有訟を費し℃、其地方の植物を採集考査し、蹄図

の後も fr守ほ其忠貫主る従僕綴川長之助をして、本邦各地の植物？

採集せしめ、斯〈し℃得たる豊富なる材料を死に至る迄軒究し以

て．本邦植物串史上に霞減すぺからざる深浪なる印章を残した b。

予は明治二十二年の夏、米園よ b欧州を経℃蹄朝するに嘗仁

殆んど二週日の問、聖位得盤帝園植物圏内に於ける同氏の家に客
〔Trans.Sap. Nat. Hist. Soc. Vol. I. 1c;o5.) 
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となれ親しく其馨咳に接し、且つ同氏の研究に従事する賓況を目

撃するの柴を得たb0 

斯かる密接�る関係を． 我が植物皐界lこ有する．同氏の経膳を

世に紹介するは極めて有盆在る事と信じ． 今弦i乙札幌博物皐曾曾

報を費行するに営れ同氏の略俸を記する事とせb。 侍中記載す

ると乙ろの事賓はアヅシヱルゾシ（Ascherson）及内Aスレー（Hemsley)

雨氏lζ貨よ、所多しと雄も． 予が親しくマ氏よb聞知したるものに

して、 未だ世lこ会lとせられさずるもの亦砂しとせずO

マ寺ショ£： �ヰヅチ氏は純粋なる露西亜人にして、 千八百二十

七年（丈政十年）十 一 月二十三日、 莫斯科府よb遠からまるヅー ラ

(Tula）と稀する 一 市に生る。 父は醤を以℃業となし、 性極めて植物

皐を愛好せれ耐して其愛児を植物皐者たらしめん�めに、家庭教

育の方針は杢〈植物lと劃する噌好心を費揮せしむるにあbしを以

て、 其邸内に花園を作れ多くの草木を培養し、 愛児をして其寓生

をな3しめたれ余がマ氏の家lと在bし時、 氏は余に 一 書を示して

日く『是れ余が幼年の頃寓生せしものを． 我突が故らに我が矯めは

白から製本せられしもの t.c 9 Jと。

氏は貨に斯かる特殊の教育によbて、 精細に事物を観察考査

するの性を成したるものにし τ 、 他日植物皐界lζ雄飛するの基礎

も、 亦賓に設にあbしと忠はる。 氏が最初に皐業を修めたる皐校

は露都の濁乙新教振に属するセイン人アン皐校にして千八百四十

四年に之を卒業し、更に進んで醤皐を修むる�めにI-"
JV バ少ト大串

lζ入れh 。

VノVメ少ト大串には嘗時有名なる植物事者アレ寺サシヨ；： ＇＂＇.プシ

ヂ（Alexander Bunge）数鞭を執b居れ 豪古及び北部支那の植物研究

R従事中な9 き。 青年なるマ氏は岡敬授に就き植物皐を碗究せる

聞に、其の強3戚イとを受け、白から束亜の植物lζ興味を戚し、途に醤

皐を捨て、 植物皐栴究に 一 生を捧「るの念を起したb 0 
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氏此校に於て業を卒ふるや、千八百五十年同大皐植物閣の副長

に任ぜられ、ブシゲ敬授の事業を助〈る乙正三年．千八百五十二年

露郡帝園植物園惜菜室係員に轄任し、千八百九十一年氏の死 lζ 至

る迄て此植物園とは密接なる関係を絶たゴ 台 主o

千八百五十三年露岡政府は軍艦デキア十（Diana）をして世界を週

遊せしめ．虞〈串術上の探検を攻 3しむる事を企国せ h。マ氏は植

物皐者として同艦乗込を命せられ、同年秋葉の本園を出帆せ仁時に

氏二十六歳な hき。

軍艦デキアナは南米、イ白西見のリオ、デ、ジヤネイロ、智利のゲァルバ

ラ,I ，；•及び布睦のホノノv 、等に到上更に韓じて東部西比利亜沿

岸州に於けるデ、カスト 9－樽に入港せ bo 是れ賓に千八百五十四

年七月二十三日にして、此庭lζ於て初めてクリミヤ職争の起 bし

事を聞知せ hと。而してデキア十は特別なる勤務を命ぜられたるを

以τ、マ氏は其地に上陸 L黒詑江方面の植物探検に従事する事と

なれ b。斯く本因の災厄は却ってマ氏に取れ叉と得難き好機曾を

興へ泊。氏は此新領土に留るとと凡そ三年．備~qζ 翼民難辛苦を嘗め、

責分に其探検採集を遂げ、千八百五十七年三月同地を出脅し西比利

置を横 b℃露都に時 bた bo 此時よ b氏は一切の事業を拘揮し、専

心黒龍江州よ b鷲らし蹄れる標本の調査に従事する事二年、其結果・

として Primiti;eFlor;e Amurensis 黒龍江地方植物志を世に会にせ b0 

此書は露都帝園科皐曾よ h出版せられしものにして、五百鈴頁

の「クヲトー」大冊をなし、附するに圃版十枚及地圃一葉を以てし、各論

に於てIi.九百十五種の分布形肢等を詳記し娘、論に於ては、黒龍江方

面の地理、気象、樹木の卦布、植物帯．植物の統計、近隣「フロラ」との比較．

有用及培養植物、人~~こ依ドアロラ」の性質に及ぼせし麗化等を精細

に論し又附録とし τ北五〈及蒙古産植物目録を掲げた bO 此書は一

地方の植物志の模範たるものにして、氏は買に之れに依 bτ 植物分

類撃者、植物地理皐者及皐術探検者としての名聾の基礎を固く置き
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た hさ。

営時デミドフ（Demidoff）なる富豪あれ皐術上の大著述に賞金を

贈る事を会にせしが、マ氏の著書其撰に嘗 b賞金を得るに至れれ氏

は之を以℃、再び満洲地方の探検を試み叉日本に渡航するの決心を

在し、千八百五十九年露都を脅し．南方西比利亜を経τ黒龍洲に達し、

ウスリ及スンヌf9 －支流地方の植物調査を遂げ．千八百六十年（高延

元年）の秋我が画館に到着し、同地に留まる之と、一年有飴、其附近の植

物採集及調査に従事した bO 叉函館滞在中須川長之助を僕となし、

渇くるに植物採集の方法を以℃し、叉採集放行には必ず同道せしむ

る之ととせ bn 斯く永〈ーケ所に滞在したるは其地方の植物を最

も完全に研究せんが震にして、氏の如きは賓に時日を惜まずして、専

ら事業の完からん事を翼園したる者と云よ、べし。氏は又草に植物

＼標本を採集せしに止まらず．新鮮なる花賓を解剖しτ、其綿密なる、寓

生園を製し、色、香の如 3務し易き諸性質は悉く之れを細記し、固と共

に標本に添附したれ

文久元年の秋函館を出帆し横演に趣言、同港に留まるとと四十

飴日にして長崎に渡航し、翌年春再び横演に出て、秋復た長崎に蹄

る。時恰も鎖園壌夷の読盛 lこ行はれ、浪人横行し、外人の最も危険

を戚じたる時な bしO 彼の生委事件の如 3も氏の横演滞在中に起

bし出来事 tとして、氏の語られし所に依れば、他の外人と共に一時は

武装し、死を決し℃職はんとせられし由O

丈久三年即ち千八百六十三年は長崎に殆んど杢一年を費し．其

地方の植物を究査した b。長崎居留地よ b数里以外の地には放行

を許されま hしを以℃画館よ h件以来れる長之助に命じ℃九州各

地方、特に高山の植物を採集せしめた I;.此者能く主人の意を奉じ、忠

賓に氏の事業を助けたれ故に氏は其勢に酬ひんが認めに長之助の

名を附したる植物の数頗る多し。

同年の末許多の措葉及び植木類を賢し帆前般に乗し長崎を出
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帆し、喜望峯を遁 bて、翌千八百六十四年本固に蹄着した b。此行た

るや氏の探検放行の最終にして、爾後三十年間一意東亜植物の研究

に従事し、千八百六十六年以降績や其結果を会にせ b。

千入百六十九年露都帝園植物園の皐術部長（HeadBotanist）に柴

進し、死に至る迄て此職に忠勤怠 hき。又千八百七十一年に露都帝

園科皐舎の正曾員に推皐せらる、是れ露闘の皐者として最大の名巷

とする所た b。

千入百入十四牢露都に植物串及闇義串高園曾議開催せられし

時、本邦よ hは田代安定氏振遺せられ同氏が琉球諸島民於τ採集

せられたる標本、及東京帝闘博物館員及田中芳男氏の採集せられし

ものを賢らし℃、マ氏の調査を仰さし以来、本邦の植物畢者にし℃同

氏に標本を遺 hて其鑑定を請ひたる者は、矢田部昆告氏、松村笹三

氏、牧野富京郎氏、伊藤篇太郎氏及予にして、其研究の結果は Diagnoses

Plantarum Novarum Asiaticarum. VI-VIII. (1886-1893）.中に接表せられた b。

叉露園の探検者プルヲヱザアルス寺ー（Przewalsky）及びポタユ

シ（Po旬nin）の東部中央亜細亜及び支那の内部に於て採集したる植

物標本は、悉くマ氏の手に委ねられ、其研究を仰「事となれ h。其結

果の一部は費表せられしも、其完成を見るに至らぎ bL-o 

氏の研究の方法は、事物を根本的に精査するにあ bτ、決して其

結果を会にするに急ならず、充卦に時を費し、研究に軒究を重ね、初め

℃出版するを常とせ b。故に一度以氏の調査を経1Zる植物の部類

は明確に整理せらる、を以℃、後護者をして其進路の平坦なるを深

〈戚せしむ。又氏は羅典及希膿語の外、調、｛弟、英の語に通し、自由に

此等によ b℃曾話且つ著述するを得た b。

氏は晩年、日本植物志を編越するの志を立℃宇は其4緒に就きし

，，絡に其目的を達せすし℃永眠せられた bG 氏の余に語られし所’

に依れば『余も既に老年に達し、飴命もなかるべければ、大規模の日

本植物志を著す乙と叶ふまじ、殊に友人等の勤めもあるに依 b、約
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二年にて完成する程度を以て着手する積な hJと、而し℃各科及属

に其性質を著はすに必要なる圃番を挿む計蓄にして、其園書の如き

も過竿準備しあ bたら、天若しマ氏；こ仮すに向ほ数年の日月を以て

せば、吾人／;t此大著述を手にするを得て、至大の利盆と党明とを得

n bし君ら A..。
氏はタト貌強 3威厳を備｛、一見近づき難き趣あるも、一度近〈接

すれば、其タト観の下に親切厚情の満ち溢るるを認むるに難からず。

氏は多くの親友を有し、叉常に世人の敬愛を受けた hし、氏の後進

者 l乙準｝し親切にして且つ懇篤に其誘導に勤められし一例を掲けん

に、余が骨て千島植物志を著 Iij んとするに嘗 b其企園を同氏 lζ 報

した bし氏、氏答て日〈「余は 186お年以来カムサツカ捕物日銀を編

せ A が~め営地植物園及「アカデミー」附属脂葉室の標本を検査する

に営仁千島に於て採集 3れたる標本を見営る毎に記載し置きたる

もの設に百九種 lζ 達ぜ仁之れを貴君に呈す宜しく自由民此を使用

せられん事を望むJと且つ向ほ附記せられし慮に依れば、過去十年

間数十万の標本中よれ此等少数の千島植物を見出したるは、恰か

も牧草中に針を索め得たる戚あ bL c。
氏は千八百九十一年二月十六日露都帝園植物園内宮合に於τ

流行性戚胃に侵きれ、鈴病の殺する慮と左上途に逝去せらる、行年六

十四歳な bLo 

予の氏の家に客12IJし時、夫人及令嬢よ b最も懇切なる待遇を

受けたれ夫人は親切淑雅なる貴婦人にして能く悌、及クヰンランド

語に通じ、令嬢は頗ぶる賢明快活にして英、悌、偶語を能〈し、露都ー

病院の醤師ドクト戸、ルーニシ（Dr.Lunin）氏に嫁せらる、又一人の令

息ある由主れども両曾する之とを得ず、且つ叉其消息をも知るを得

さず 9 L.o 
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マキシモヴヰヅチ氏著述目録

1859.-Primitice Flora:-Amurensis. Mit IO Tafeln und einer Karte. S. 1-504・

(Memoires de I’Academic Imperiale des Sciences de St.-Petersbourg. VII• Serie. 

.T. IX.) 

1861.-Golowninia, eine neue Gattung der Gentianeen. Mit I Tafel. (Melan-

ges biologiques. T. IV. p. 37 44). 

1866.-Rhamnece Oricntali-Asiatic記. Cum tab. 1. pp. 20. (Mem. Acad. 

Imp. d. Sciences de St.-Petersb. T. X. No. 11). 

1866.-Diagnoses breves Plantarum novarum Japonire et, Mandshurire. 

Decas I. (Mel. biol. T. VI. p. 19 26）・

1861.-Ditto. De仁川 II-VI. (Mel. biol. T. VI. p. 200-205, p. 206--214, 

p. 258-276, p. 367-376）・

1867.-Revisio Hydrangearum Asi~ Orientalis. Cum 3 tab. pp. 48. (Mem. 

Acad. Imp. Sc. St.-P己tersb. T. X. No. 16 et d町 nier).

1870.-Rhododendrere Asire Orientalis. Cum 4 tab. pp・53・（Ditto.T. 

XVI. No. 9・）

1870.一一OphiopogonisSpecies in Herbariis Petropolitanis servatas exposuit .. 

(Mel. biol. T. VIL p. 320-331). 

1870.-Diagnoses breves Plantarum, novarum Japonire et Mandshurre・Decas 

VII-VIII. (Mel. biol. ,T. VIL p・332-342,p. 553-564). 

1871.-Ditto. Decas IX-X. (Mel. biol. T. VIII. p. 1-21, p・367-421).

1871.-Ein Nachtrag zu meiner Abhandlung “Rhododendrere Asiie 

Orientalis.＇’（ Mel. biol. T. VIII. p. 150-167). 

1871.--Einfluss fremden Pollens auf die Form dcr erzeugten Frucht.-

St. Petersb. 

1872.-Diagnoses Plantarum Novarum Japonia: et Mandshuria:. Decas 

XI-XIII. (Mel. biol. T. VIII. p・506-562,p・598四650, T. IX. p. 1-30. pl. 1). 

1873.-Ditto. Decas XIV-XVI. (Mel. biol. T. IX. p・31-76,p. 148-188, 

p. 214-270). 

1873.-Synopsis Generis Lcspedcza:, Michaux. pp. 59・（Festosemisaeculari 

horti Imperialis botanici Petropolitani, die 22 Martii 1873 cclebrato, praesentata). 

1874.-Diagnoses Plantarum Novarum Japonia: et Mandshurice. Decas 

XVII-XIX. (Mel. biol. T. IX. p. 281-374, p・394-452).

1876.-Ditto. Decas XX. (Mel. biol. T. IX. p. 581-66o. pl. 1・）
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1876.-Adumbratio specicrum generis Chrysosplenii L. (::Wei. biol. T. IX. 

p. 757-771). 

1876.-Diagnoses Plantarum Novarum Asiaticarum. I. (Mel. biol. T. IX. 

p. 708-8 3 I). 

1877.-Ditto. II. (Mel. biol. T. X. p・43-134).

1879.-Ad Flor~ Asiε Orientalis cognitionem melior℃m fragmenta, 

pp. 73. 

1879.-Adnotationes de Spiraeaceis. pp. XI, I 56. 

1880.-Diagnoses Plantarum Novarum Asiaticarum. III. (Mel. biol. T. X. 

p. 567-741). 

1881-D幻o.IV. (Mel. biol. T. XI. p. I 55 350・ pl.I), 

1881.-De Coriaria, Ilice et Monochasmate, hujusque generibus proxime 

a伍nibusBungea et Cymbaria. Cum tab. 4・pp,70. (Mem. Acad. Imp. Sc. 

St.-Petersb. T. XXIX. No. 3). 

1881.-Ueber J. J. Rein, Japan nach Reisen und Studien. (Bot.χeit. Bd. 

XXXIX. S. 272-277). 

1883.-Diagnoses Plantarum novarum Asiaticum. V. (Mel. biol. T. XI. 

p. 623-876. pl. 3). 

1884.-Sur les collections botaniques de la Mongolie ct du Tibet septen-

trional (Ta昭 out)recueillies 吋cemme凶 pardes voyageurs R山 sesct conscrvees弘

St.-Petersbourg. (Bull. du Congres international de botanique ct d’horticulture a 
St.-Petersbourg. p. 1-196）・

1885.-Amaryllidaceε Sinico-Japonic疋. (Engl., Bot. Jahrb. Bd. VI. 

p. 75-81). 

1886.--Spiraea bullata Maxim. (Cゐrten臼ora,Bd. XXXV. p .65-66). 

1886.-Diagnoscs Plantarum novarum Asiaticarum. VI. (Mel. biol. T. XII. 

p. 415-572). 

],888,-Dz・tto,VII. (Mel. biol. T. XII. p. 713-934・pl.4・）

1889.-Plant記 Chinenses Potaniniana三necnoηPiasezkian記. Thalamiflor官

et Disciflora!. (Acta Horti Petropolitani. Vol. XI. p. rーII 2 ). 

1889.-Enumeratic Plantarum hucusque in Mongolia nec non adjaccnte 

parte Turkestani;e sinensis lectarum. Fasc. I. Thalamiflor;e et Disciflor;e. Cum 

tab. 14・pp.IV, 138. 

1889.-Flora Tangutica, sive Enumeratio Plantarum regionis Tangut (Amdo) 

Provincia! Kansu, nee non Tibcti;e praesertim orientaliborealis atque Tsaidam. 

Ex collectionibus N. M. Przcwalski atque G. N. Potanin. Fase. I. Thalamiflor;e 

et Disci日or;e・ Cumtab. 31. pp. XVIII, I IO. 



MlYAB試： C.J. MAXIMOWICZ. 9 

1890.-Supplcmcntum ad :Maximowiczii Diagnoses plantarum Asiaticarum, 

VII. (Mel. biol. T. XII. p・935-938.pl. 3). 

1892.一一Diagnosesplantarum novarum Asiaticarum. VIII. p. r-41. 


